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二
〇
一
九
年
の
初
秋
、「
増
毛
山
道
」

を
歩
い
て
き
た
。
循
環
林
道
南
交
点
か

ら
、
岩
尾
温
泉
ま
で
の
お
よ
そ
一
〇
㌔

の
道
の
り
を
ゆ
っ
く
り
と
、
周
囲
の

景
色
を
味
わ
い
な
が
ら
歩
い
て
き
た
。

二
〇
一
六
年
に
は
、
増
毛
町
別
刈
か
ら

石
狩
市
幌
ま
で
の
全
線
約
二
八
㌔
の
復

元
が
終
了
し
、
年
に
七
〜
八
回
の
体
験

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
の
道
も
多
く
の
人
達
が
歩
い
て

い
る
。
落
ち
葉
が
積
も
っ
た
道
は
程
よ

い
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
、
ま
だ
枝
に

残
っ
た
葉
の
間
か
ら
差
し
込
む
日
の
光

は
強
す
ぎ
も
せ
ず
、
弱
す
ぎ
も
せ
ず
快

適
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

　

随
分
以
前
の
『
ヌ
プ
リ
』
で
、
復
元

作
業
を
始
め
て
間
も
な
い
頃
の
様
子
を

紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
二
〇
一
六
年

一
〇
月
、
一
〇
年
余
り
を
か
け
た
復
元

作
業
を
多
く
の
人
達
の
協
力
の
お
蔭
で

完
了
す
る
事
が
で
き
た
。

増
毛
山
道
の
成
り
立
ち
と

一
六
〇
年
の
歴
史
・
変
遷

　

山
道
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
、
前

回
紹
介
し
て
い
る
の
で
多
少
重
複
す
る

部
分
も
あ
る
事
を
お
許
し
頂
い
た
上
で

簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　

増
毛
山
道
は
、
北
海
道
の
日
本
海
側

に
あ
る
暑
寒
別
連
峰
の
西
側
に
開
か
れ

た
、
山
の
中
を
通
る
道
で
あ
る
。
増
毛

町
別
刈
か
ら
、
ポ
ン
ナ
イ
山
、
天
狗
岳

山
腹
、
雄
冬
山
肩
、
浜
益
御
殿
を
経
て
、

現
在
の
石
狩
市
浜
益
区
幌
に
至
る
全
長

二
八
㌔
の
山
道
で
あ
る
。
江
戸
時
代
後

期
の
一
八
五
七
年
（
安
政
四
年
）
に
、

松
前
藩
の
も
と
場
所
請
負
人
と
し
て
ニ

シ
ン
漁
場
を
経
営
し
て
い
た
商
人
・
伊

達
林
右
衛
門
が
江
戸
幕
府
の
命
に
よ
り

巨
費
を
投
じ
て
開
削
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

当
時
、
北
海
道
は
「
蝦
夷
地
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
日
本
海
の
海
岸
線
は

ニ
シ
ン
漁
で
賑
わ
い
、
集
落
も
沢
山
で

き
つ
つ
あ
っ
た
。
増
毛
か
ら
浜
益
へ
と

続
く
海
岸
線
は
、
雄
冬
岬
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
急
峻
な
崖
が
続
く
地
形
で
、

陸
路
の
通
行
は
困
難
を
極
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
ロ
シ
ア
は
南

下
政
策
を
推
し
進
め
て
お
り
、樺
太
（
現

在
の
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
）
を
は
さ
ん

で
日
本
と
向
き
合
う
緊
張
状
態
に
あ
っ

た
。
幕
府
に
と
っ
て
、
蝦
夷
地
最
北
端

の
宗
谷
地
方
ま
で
の
大
量
の
物
資
や
兵

員
の
輸
送
、
情
報
伝
達
の
た
め
の
道
路

整
備
は
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
つ
増
毛
山
道

は
、
漁
場
間
の
連
絡
を
容
易
に
す
る
目

的
と
同
時
に
、
北
方
警
備
と
い
う
重
要

な
役
割
を
担
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
幕

府
の
命
を
受
け
、
伊
達
林
右
衛
門
は

秋
田
藩
南
部
か
ら
開
削
経
験
人
夫
三
五

人
、
地
元
の
ア
イ
ヌ
の
人
と
ニ
シ
ン
漁

が
終
わ
っ
た
後
の
出
稼
ぎ
の
若
者
を
雇

い
入
れ
、
山
道
の
開
削
に
着
手
し
た
。

増
毛
側
、
浜
益
側
の
両
側
か
ら
開
削
に

あ
た
り
、
諸
説
あ
る
も
の
の
、
わ
ず
か

五
五
日
間
で
工
事
を
終
え
た
と
記
録
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　

か
か
っ
た
費
用
は
こ
れ
も
諸
説
あ
る

が
、
今
の
お
金
に
換
算
す
る
と
、
約

一
億
七
〇
〇
〇
万
円
余
り
に
相
当
す
る

と
思
わ
れ
る
。
伊
達
家
の
古
文
書
に
よ

る
と
、
漁
場
を
請
け
負
っ
て
い
た
立
場

上
、
自
費
で
開
削
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
標
高

一
〇
〇
〇
㍍
を
越
え
る
山
あ
い
に
設
け

ら
れ
た
山
道
は
、
傾
斜
が
急
で
厳
し
い

箇
所
も
多
く
、
ニ
シ
ン
の
豊
漁
が
続
い

て
財
力
が
あ
り
、
出
稼
ぎ
人
な
ど
の
労

働
力
も
確
保
し
や
す
か
っ
た
と
は
言
っ

て
も
、
大
型
の
重
機
や
車
の
な
い
時
代

を
考
え
る
と
相
当
な
難
工
事
で
あ
っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

北
海
道
の
名
付
け
親
と
し
て
知
ら
れ

る
探
検
家
・
松
浦
武
四
郎
は
、
三
回
こ

の
道
を
歩
き
、
そ
の
出
来
栄
え
を
絶
賛

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
増
毛
が
ニ

シ
ン
景
気
に
沸
い
た
明
治
後
期
ま
で

は
貴
重
な
陸
路
と
し
て
使
わ
れ
、
呉
服

商
人
や
郵
便
配
達
人
な
ど
が
行
き
交
っ

た
。

　

増
毛
山
道
の
中
間
点
に
は
「
武
好
駅

逓
」（
ぶ
よ
し
え
き
て
い
）
が
あ
り
、

休
憩
や
宿
泊
、
荷
物
や
郵
便
物
の
交
換

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。
駅
逓
の
歴
史

ᙋͬͨ૿ໟࢁಓ
10 年余りにわたる復元作業を振り返って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  海老名 名保
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を
長
年
研
究
し
て
い
る
桜
井
勝
治
氏
に

よ
る
と
、
大
雪
に
そ
な
え
高
床
式
中
二

階
建
て
で
玄
関
に
は
風
除
室
も
あ
り
、

一
五
人
ま
で
は
宿
泊
で
き
る
近
代
的
な

建
物
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
木
造
の
建

物
は
今
は
朽
ち
て
、
そ
の
姿
は
想
像
す

る
し
か
な
い
が
、
山
道
復
元
後
に
会
員

の
手
で
立
派
な
案
内
看
板
が
立
て
ら
れ

て
い
る
。
笹
が
刈
ら
れ
て
日
当
た
り
の

良
い
こ
の
広
場
に
立
つ
と
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
散
ら
ば
る
、
ガ
ラ
ス
ビ
ン
や
茶

わ
ん
の
か
け
ら
が
、
か
ろ
う
じ
て
当
時

の
賑
わ
い
を
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

武
好
駅
逓
と
増
毛
山
道
は
、
大
正
末

期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
、
北
大
山
岳

部
員
の
活
躍
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
。

登
山
家
で
あ
り
、
詩
人
で
も
あ
り
、
北

大
山
岳
部
の
創
設
者
で
も
あ
る
伊
藤
秀

五
郎
氏
は
名
著
『
北
の
山
』
を
遺
し
て

い
る
が
、
武
好
駅
逓
に
泊
ま
り
、
雄
冬

山
、
群
別
岳
、
暑
寒
別
岳
に
登
っ
て
い

る
。
北
海
道
ゆ
か
り
の
山
岳
画
家
と
し

て
知
ら
れ
る
坂
本
直
行
氏
も
武
好
駅
逓

を
訪
れ
、
駅
逓
を
版
画
に
遺
し
て
い
る
。

　

大
き
な
役
目
を
は
た
し
た
増
毛
山
道

も
、
一
九
四
一
年
に
は
駅
逓
が
廃
止
さ

れ
、
一
九
八
一
年
に
札
幌
市
と
留
萌
市

を
結
ぶ
国
道
二
三
一
号
線
が
開
通
し
た

こ
と
で
、
利
用
者
も
激
減
し
た
。
戦
後

も
部
分
的
に
は
使
わ
れ
て
い
た
が
、
や

が
て
地
図
上
か
ら
も
そ
の
姿
を
消
す
こ

と
に
な
っ
た
。

二
〇
一
六
年
に
完
了
し
た

増
毛
山
道
の
復
元
活
動

　

伊
達
東
氏
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
山

道
に
興
味
を
も
つ
山
の
愛
好
家
た
ち
が

集
ま
っ
て
復
元
作
業
を
進
め
る
事
に
な

り
、
伊
達
東
氏
を
会
長
（
現
在
は
顧
問
）

に
「
増
毛
山
道
の
会
」
が
設
立
さ
れ
た

の
は
、
二
〇
〇
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
に
は
N
P
O
法
人
と
な
っ

た
。

　

私
は
山
が
好
き
で
登
山
の
楽
し
み
も

多
く
味
わ
っ
て
き
た
が
、
友
人
の
誘
い

で
熊
野
古
道
を
歩
い
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
生
活
の
匂
い
が
漂
う
古
道
に
興
味

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
時
に

増
毛
山
道
を
復
元
す
る
話
を
知
り
、
会

の
設
立
と
同
時
に
入
会
し
、
現
在
に
至

る
。
ビ
デ
オ
撮
影
を
し
て
作
品
を
作
る

趣
味
を
始
め
て
お
よ
そ
三
〇
年
余
り
に

な
る
が
、
山
道
復
元
の
記
録
を
映
像
に

残
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。

　

増
毛
山
道
の
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は

二
〇
〇
八
年
だ
が
、
個
々
の
調
査
は
そ

れ
以
前
の
一
九
九
三
年
か
ら
始
ま
り
、

一
九
九
五
年
ま
で
に
一
一
回
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
に
は
、

「
増
毛
山
道
の
会
」
の
現
会
長
で
あ
る

渡
辺
千
秋
氏
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
、
厚
田

区
滝
ノ
沢
か
ら
濃
昼
ま
で
の
「
濃
昼
（
ご

き
び
る
）
山
道
」
を
六
年
の
歳
月
を
か

け
て
復
元
し
て
い
る
。

　

初
代
会
長
の
伊
達
東
氏
は
、
増
毛
山

道
を
開
削
し
た
伊
達
林
右
衛
門
の
直
系

の
子
孫
に
あ
た
る
が
、
伊
達
家
の
古
文

書
で
こ
の
山
道
の
存
在
を
知
っ
た
。
こ

れ
ら
の
経
緯
か
ら
、
増
毛
山
道
を
復

元
す
る
機
運
は
徐
々
に
盛
り
上
が
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

増
毛
山
道
の
会
設
立
の
前
年
に

は
、
留
萌
市
で
測
量
会
社
を
経
営
し
現

在
事
務
局
長
を
務
め
る
小
杉
忠
利
氏

が
、
セ
ス
ナ
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
上
空

四
〇
〇
〇
㍍
か
ら
航
空
写
真
を
撮
影
し

た
事
で
一
気
に
復
元
の
機
運
が
高
ま
っ

た
。
現
在
も
年
に
数
回
開
催
し
て
い
る

山
道
展
に
は
、
こ
の
航
空
写
真
が
会
場

の
一
角
に
広
げ
ら
れ
る
。
幅
八
五
㌢
、

長
さ
六
㍍
の
カ
ラ
ー
写
真
が
会
場
の
床

に
広
げ
ら
れ
、
訪
れ
た
人
は
こ
の
上
を

歩
く
事
が
で
き
る
。
ド
ロ
ー
ン
の
映
像

を
見
る
よ
う
に
、
山
道
を
上
空
か
ら
眺
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め
た
気
分
を
味
わ
う
事
が
で
き
る
。

　

実
際
の
復
元
作
業
で
は
、
地
形
図
と

現
在
の
地
形
を
重
ね
合
わ
せ
、
G
P
S

を
使
い
、
僅
か
に
人
馬
の
歩
い
た
痕
跡

を
確
認
し
な
が
ら
、
高
さ
三
㍍
を
越
え

る
笹
薮
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
道
を
刈
り
進

ん
で
い
っ
た
。
刈
り
払
い
機
を
も
つ
人

を
先
頭
に
、
そ
の
後
を
歩
く
人
達
が
笹

の
束
を
脇
に
寄
せ
な
が
ら
続
く
。
直
径

二
㌢
を
越
す
太
い
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
が
密

集
し
て
生
え
る
中
を
、
僅
か
な
道
の
痕

跡
を
探
し
て
歩
く
の
は
根
気
の
い
る
作

業
で
あ
っ
た
。
前
日
、
笹
を
刈
っ
た
道

に
真
新
し
い
熊
の
糞
を
見
つ
け
た
事
も

何
度
か
あ
っ
た
。

　

標
高
一
〇
〇
〇
㍍
を
越
す
、
薮
の
濃

い
と
こ
ろ
で
は
、
刈
り
払
い
機
と
燃
料

を
背
負
っ
て
の
往
復
が
大
変
な
の
で
、

テ
ン
ト
泊
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
っ

た
。
一
日
に
一
〇
㍍
進
む
の
が
や
っ
と

の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
一
〇
年
余
り
の

歳
月
を
か
け
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月

に
全
線
二
八
㌔
の
復
元
を
完
了
し
た
。

一
〇
月
一
六
日
に
は
、
山
道
の
会
の
関

係
者
、
留
萌
振
興
局
、
石
狩
振
興
局
、

石
狩
市
、
増
毛
町
の
職
員
ら
二
五
人
が

増
毛
と
石
狩
の
双
方
か
ら
山
道
を
登

り
、
両
市
町
の
境
界
付
近
で
残
る
笹
刈

り
を
行
っ
て
喜
び
の
対
面
を
果
た
し
た

（
写
真
❶
）。

　

山
道
に
は
、
か
つ
て
一
級
国
道
だ
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
一
等
水
準
点
の
標

石
や
電
信
事
業
に
使
わ
れ
た
電
信
柱
や

電
線
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
で
は
余
り

目
に
す
る
機
会
も
な
く
な
っ
た
が
、
碍

子
も
沢
山
残
さ
れ
て
い
る
。
一
九
〇
六

年
か
ら
一
九
〇
七
年
に
か
け
て
、
当
時

の
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
の
手
で

こ
の
増
毛
山
道
沿
い
に
約
二
㌔
お
き
に

一
等
水
準
点
が
一
七
基
埋
設
さ
れ
た
、

と
「
点
の
記
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

点
の
記
と
は
、
現
在
の
国
土
地
理
院
の

前
身
で
あ
る
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量

部
が
日
本
全
国
に
設
置
し
た
「
水
準

点
」
と
「
三
角
点
」
の
位
置
地
形
を
記

録
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
道
復
元
を
す

る
中
で
一
〇
基
の
存
在
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
、
八
四
六
二

番
と
記
さ
れ
た
浜
益
御
殿
山
頂
直
下
の

一
等
水
準
点
（
一
〇
三
七
・
八
八
六
〇

㍍
）
は
、
現
存
す
る
北
海
道
の
水
準
点

と
し
て
は
未
だ
に
最
高
地
点
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
五
月
に
は
、「
札
幌
三
角

点
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
遂

に
こ
の
北
海
道
最
高
地
点
の
水
準
点
を

探
し
だ
す
事
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
か

つ
て
伊
藤
秀
五
郎
氏
が
「
北
海
道
で
一

番
高
い
と
こ
ろ
を
通
る
山
道
の
ひ
と
つ

で
あ
る
」
と
記
し
た
事
を
裏
付
け
る
も

の
で
あ
る
。「
幻
の
水
準
点
」
と
言
わ

れ
て
い
た
幌
稲
荷
神
社
の
す
ぐ
上
に
あ

る
八
四
五
七
番
（
一
一
三
・
五
四
二
九

㍍
）
を
発
見
し
た
時
に
は
、
私
も
同
行

し
て
い
た
の
で
、
感
激
を
分
か
ち
合
う

事
が
で
き
た
。

増
毛
山
道
の
会
の

取
り
組
み
と
今
後

　

増
毛
山
道
は
、
全
域
が
暑
寒
別
・
天

売
・
焼
尻
国
定
公
園
内
に
あ
り
、
そ
の

上
、
留
萌
振
興
局
、
石
狩
振
興
局
と
行

政
区
を
ま
た
い
で
存
在
し
て
い
る
。
地

主
は
、
国
、
北
海
道
、
林
野
庁
、
増
毛

町
、
石
狩
市
、
個
人
と
多
数
入
り
混
じ
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
権
者
と
交
渉
、

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
地
形
図
の

作
成
や
所
有
権
移
転
の
手
続
き
を
行
う

こ
と
を
、
過
去
も
現
在
も
、
山
道
の
会

で
自
ら
行
っ
て
い
る
。

　

復
元
作
業
を
始
め
た
頃
か
ら
、
山
道

の
会
が
大
切
に
し
て
き
た
事
が
二
つ
あ

る
。
ひ
と
つ
は
、
先
人
が
遺
し
て
く
れ

た
貴
重
な
歴
史
遺
産
を
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
北
海

道
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う

事
。
ふ
た
つ
目
は
、
未
来
を
背
負
う
若

者
た
ち
、
特
に
地
元
増
毛
町
の
子
供
達

に
山
道
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
末

長
く
守
り
続
け
て
欲
し
い
と
い
う
事
で

あ
る
。

　

山
道
の
魅
力
を
伝
え
る
広
報
活
動

は
、
二
〇
一
一
年
か
ら
本
格
的
に
始

ま
っ
て
い
る
。
留
萌
市
、
増
毛
町
、
石

狩
市
、
札
幌
市
で
機
会
あ
る
ご
と
に
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
て
い
る
。
特
に
札
幌

圏
で
は
、
パ
ネ
ル
展
と
講
演
会
、
チ
ラ

シ
の
配
布
を
行
い
、
札
幌
駅
前
通
地
下

歩
行
空
間
で
は
五
回
を
超
え
る
展
示
を

行
っ
て
い
る
。

　

一
般
の
人
を
対
象
に
し
た
「
体
験
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
」
も
、
二
〇
一
一
年
七
月

〜
九
月
に
四
回
実
施
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
復
元
区
間
が
伸
び
る
に
伴
い
魅
力

的
な
ル
ー
ト
を
設
定
し
て
、
現
在
で

は
年
間
最
大
八
回
実
施
し
て
い
る
。
体

力
に
応
じ
て
選
べ
る
よ
う
に
、
五
㌔
、

一
〇
㌔
、
二
一
㌔
な
ど
様
々
あ
り
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
の
後
に
地
元
増
毛
町
の
果

樹
園
や
最
北
の
酒
蔵
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス

も
あ
り
、
山
道
だ
け
で
な
く
地
元
増
毛

町
の
魅
力
も
伝
わ
る
よ
う
に
努
力
を
続

❶
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け
て
い
る
。
増
毛
町
に
あ
る
厳
島
神
社

に
は
、
伊
達
林
右
衛
門
が
寄
贈
し
た
鯛

の
扁
額
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の

伊
達
家
の
繁
栄
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ

る
。

　

増
毛
中
学
校
と
の
交
流
は
二
〇
一
二

年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
増
毛
中

学
校
の
一
年
生
全
員
を
対
象
に
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
と
、
増
毛
山
道
の
地
理
や

歴
史
の
出
前
授
業
を
組
み
合
わ
せ
、
国

土
地
理
院
北
海
道
地
方
測
量
部
よ
り
講

師
を
招
い
て
最
新
の
地
形
学
や
地
理
情

報
の
講
義
も
行
っ
て
い
る
。
二
年
生
の

と
き
に
全
校
登
山
で
暑
寒
別
岳
登
山
を

行
う
の
に
先
立
ち
、
一
年
生
の
と
き
に

全
員
で
増
毛
山
道
を
歩
く
の
で
あ
る
。

　

山
道
の
会
の
会
員
が
ガ
イ
ド
し
な
が

ら
、
歴
史
的
価
値
や
魅
力
を
生
徒
達
に

伝
え
て
い
る
。
大
き
く
な
っ
て
、
地
元

を
離
れ
る
生
徒
も
多
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
故
郷
に
あ
る
貴
重
な
歴
史
遺
産
を

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
い
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
る
。
生
徒
達
は
事
前
に
学
ん

だ
事
を
も
と
に
、「
自
然
観
察
」「
歴
史

遺
産
」「
美
し
い
景
色
」
な
ど
の
テ
ー

マ
を
設
け
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と

め
、
立
派
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
製
作
し

て
い
る
。

　

二
〇
一
六
年
の
全
線
開
通
を
記
念
し

て
、
い
く
つ
か
の
記
念
事
業
を
行
っ
た
。

山
道
の
復
元
に
と
も
に
力
を
出
し
て
協

力
し
合
っ
た
増
毛
町
と
石
狩
市
を
つ
な

ぐ
友
好
の
懸
け
橋
と
な
る
事
を
願
い
、

両
地
域
の
合
流
点
に
「
カ
シ
ワ
」
と
「
ナ

ナ
カ
マ
ド
」
を
植
樹
し
た
。
雄
冬
山
山

頂
に
は
、
増
毛
山
道
を
開
削
し
た
伊
達

林
右
衛
門
の
偉
業
を
た
た
え
て
「
伊
達

林
右
衛
門
の
座
所
」
の
標
柱
を
建
立
し

た
（
写
真
❷
）。

　

二
〇
一
八
年
は
松
浦
武
四
郎
が
「
北

海
道
」
と
命
名
し
て
一
五
〇
年
と
な
る

記
念
の
年
で
あ
っ
た
が
、
一
〇
年
余
り

に
わ
た
る
山
道
の
会
の
活
動
が
広
く
認

め
ら
れ
て
数
々
の
賞
を
頂
き
、
会
員

一
同
に
と
っ
て
大
変
嬉
し
い
年
で
あ
っ

た
。
二
〇
一
七
年
に
は
、
北
海
道
文
化

財
保
護
功
労
賞
を
頂
い
た
。
二
〇
一
八

年
に
は
国
土
地
理
院
か
ら
「
測
量
の
日
」

功
労
者
表
彰
を
受
け
、
国
土
交
通
省
の

主
催
す
る
「
手
づ
く
り
郷
土
（
ふ
る
さ

と
）
賞
」
で
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
。
北
海
道
遺
産
協
議
会
か
ら
濃
昼

山
道
と
増
毛
山
道
が
「
北
海
道
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
、
さ
ら
に
北
海
道
教
育
文

化
選
奨
特
別
賞
を
北
海
道
知
事
か
ら
受

賞
し
た
。

　

活
動
を
始
め
た
頃
は
若
か
っ
た
会
員

に
も
高
齢
化
の
波
は
押
し
寄
せ
、
復
元

し
た
山
道
を
ど
の
よ
う
に
維
持
、
管
理

し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

毎
年
、
雪
解
け
の
後
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

の
始
ま
る
七
月
ま
で
に
、
笹
刈
り
等
の

道
路
整
備
や
、
案
内
看
板
の
点
検
を

行
っ
て
い
る
。
ル
ー
ト
に
は
、
増
毛
側
、

幌
側
の
ど
ち
ら
か
ら
歩
い
て
も
見
え
る

よ
う
に
、
番
号
標
識
を
合
計
三
一
六

枚
、
一
等
水
準
点
一
七
基
の
う
ち
、
発

見
済
み
の
一
〇
基
に
は
案
内
看
板
を
設

置
し
て
あ
る
。
武
好
駅
逓
跡
、
幌
、
岩

尾
、
別
刈
に
は
ガ
イ
ド
付
き
の
大
看
板

を
設
置
し
て
あ
る
（
写
真
❸
＝
武
好
駅

逓
跡
の
看
板
設
置
作
業
）。
山
道
を
歩

く
人
が
安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
、
山
道

に
散
り
ば
め
ら
れ
た
歴
史
と
魅
力
を
感

じ
と
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
る
。

　

歩
古
丹
（
ア
ユ
ミ
コ
タ
ン
）
と
別
刈

間
の
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、
国
道

二
三
一
号
線
の
整
備
が
進
み
、
冬
季
間

の
交
通
も
便
利
に
な
っ
た
。
今
で
は
、

幌
、
別
刈
間
は
車
で
わ
ず
か
一
時
間
足

ら
ず
で
あ
る
。
に
し
ん
漁
で
賑
わ
っ
た

往
時
を
思
い
う
か
べ
、
松
浦
武
四
郎
や

伊
能
忠
敬
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
北

海
道
の
歴
史
を
感
じ
と
っ
て
も
ら
え
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
沢
山

の
資
料
を
提
供
し
て
頂
い
た
。
現
顧
問

で
前
会
長
の
伊
達
東
氏
を
は
じ
め
、
現

会
長
の
渡
辺
千
秋
氏
、
事
務
局
長
の
小

杉
忠
利
氏
、
札
幌
三
角
点
の
会
の
桜
井

勝
治
氏
、
増
毛
山
道
の
会
の
会
員
で
日

本
山
岳
会
北
海
道
支
部
の
会
員
で
も
あ

る
板
垣
望
氏
、
荒
田
幸
司
氏
ほ
か
大
勢

の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
。

❷

❸


